秘密とは、決して知られてはならない心の側面である

　白。目に映る全てを白が覆っている。ちらりちらりと曇天から零れる白の粉は、俺の隣にいる女の着物に降りかかる。

女も、女が着ている着物も、この世界に負けぬぐらいの褪めた白であった。

　その儚げな横顔。触れれば崩れる硝子細工のように繊細な顔を俺は下から見上げている。しなやかな手は優しく、しかし力強く俺の手を握っている。

雪のように白いが、その体には暖かさが宿っていた。俺はこの手の温もりをもっと感じたくて握り返そうとしたが、壊れてしまうのではないかと思い握れずにいた。

それを察してか、女は自分から手を握り返し、曇天から差し込む日光のような笑顔を俺に向けた。その顔は、光に包まれてゆき、ついには見えなかった。

　瞼越しに光が目を突き刺す。クソったれの塵虫みてぇな現実からの光が、俺を淡い夢から叩き起こした。

　ソファから体を起こす。昨日飲んだ空き缶やらツマミやらがテーブルの上にどっ散らかっていた。溢れたゴミがはみ出して床にまで散らばっている。

差し込んでいる光は部屋の片隅にある換気扇の隙間から洩れていた。いつもどおりの俺の空間。

　テーブルの屑の山に手を突っ込み、手探りで煙草を掴み取り火を点ける。筒から吸い出した煙はじわりと俺の喉と肺を毒で満たしてゆき、溜まった毒霧をゆっくりと口から吐き出してゆく。

(あぁ……最高に腐してる)

　愉悦にも似た自虐の念を心に浮かべていると、そう遠くない玄関から遠慮がちなノックの音が聞こえてきた。また冷やかしのチンピラか、あるいは稀なる依頼人か。俺はのそりと玄関の方へ向かった。

ドアを開けば、まだ児斑の抜けてないような餓鬼が三人立っていた。不安げな目、挙動不審な体の動き、そしてそれぞれの背後にチラつく黒い「影」。

「あ、あの」

　一番手前の女の餓鬼が口を開くのを制する。皆まで言わずとも分かっている。そっとドアを大きく開き中へと招き入れる。

「ようこそ、草薙怪異調査事務所へ」

壱　往魔ヶ刻

　事務所の主は三人の子どもを自分の居城へと招き入れた。散乱する塵屑を蹴り飛ばし、先ほど自分が寝ていたソファへと座らせると、主は口を開いた。

「初めまして、私は草薙　柳也(くさなぎ　りゅうや)。当事務所の責任者です」

　先ほどの気だるげな態度を一変させ、主こと柳也は子どもらに毅然とした挨拶をした。子どもらはと言うと、誰が切り出すか迷っているようであったが、真ん中に座っている活発そうな女の子が口を開いた。

「は、初めまして。里中　直美(さとなか　なおみ)、永淋中学二年生です」

　一人が言い出すと、あとの二人も続いて口を開いた。直美の右隣にいる大人しそうな女子は池野　未垢(いけの　みく)、左隣の背の高い男子は杉山　功児(すぎやま　こうじ)と自己紹介をしてゆく。

柳也は三人の顔を吟味するかのように、自己紹介中も一人一人の顔を見ていた。全員が自己紹介を終わると、銜えていた煙草を屑山の片隅にあった灰皿に入れ、三人をじろりと見た。

「さて、ここに来られたということは当事務所の活動内容をご存知だということでよろしいでしょうか？」

「あ、はい、それは……もう」

　直美が俯きながら言葉を返す。後の二人も何やら思い詰めた表情を顔に刻んでいる。柳也が灰皿の煙草を一吸いした後、子ども達は口々に語り始めた。彼女らの話はこうであった。

　直美らの通っている学校は、地元でも随一の名門進学校で毎年難関高校に入学者を出しているところだという。

　それは即ちクラスでの競争率が高く、周り全てが敵という状況であり、直美と未垢は二年生ではあるがその競争の異常さは一年の頃から体感していたという。

　そして肝心の問題は、功児のクラスにあった。功児は一人だけ三年生であり、受験に向けて彼のクラスは猛勉強の真っ最中である。そんな折、ある事件が起きた。

クラスメートの一人が教室の窓から飛び降りるという事件が起きた。朝、学校に出勤してきた教員が中庭で血だらけの男子生徒を発見したという。学校側は「受験ノイローゼ」ということで事件を処理した。

が、それから学校に怪奇現象が起き始めたという。教室で突然物が割れたり、何人かの生徒が休みがちになったり、さらには死んだ男子生徒を見たという者までいるという。

三人はこの現象の解決を求め、柳也の元を尋ねて来たという訳である。

　柳也は黙って話を聞き、彼女らが話し終えると同時に煙草の火を消した。

「一つ、お聞きしてもよろしいですか？」

「は、はい」

「あなた方とその亡くなられた生徒とはどういうご関係だったのですか？」

　三人はそれぞれ言い難そうな顔をしたが、年長である功児が口を開いた。

「僕はあいつとは友達でして、未垢は直美さんの部活の後輩で、直美さんは……あいつの、妹です」

　それを聞き、柳也はただ頷きを返したのみであった。しばし腕組みをした後、柳也は三人の顔をそれぞれ見ながら言った。

「分かりました。その依頼、お引き受けいたしましょう」

「本当ですか！？」

　直美がかぶりつきそうなくらいに柳也へ詰め寄る。よほど意外だったのだろうか、功児と未垢は目を見開いて驚いている。

「ですが、報酬となるものはキッチリいただきます」

　報酬という言葉を聞いて、さっきまで喜び顔だった直美の顔が暗く沈む。柳也は気にせず続けた。

「まぁ、中学生のあなた方に金は要求いたしません。ですが仕事は仕事、こちらが提示する報酬は仕事の後に払ってもらいます」

　三人はゴクリと生唾を飲みながら頷いた。それを確認して、柳也はそっと窓の外を見やる。日は落ち、外には闇が立ち込め始めていた。柳也は壁に掛けてあったコートに袖を通し、三人に向き直る。

「では早速向かうとしましょう。夜闇の方が彼も出やすいでしょう。先に表へ出ておいてください」

「は、はい」

　ぞろぞろと事務所を後にしてゆく三人を見送り、柳也はつかつかと『我』らの方へ歩いてくる。

「懺魔、崩怨を起こせ。仕事だ」

　先ほどとは打って変わった雷の如き鋭い語気。これでこそ我らの主である。我は横に寄り添うように立てかけてある崩怨を呼び起こす。

「崩怨、仕命だ。目覚めよ」

「……ああ、懺魔。分かった」

　柳也は我らの身を持つと専用のケースの中へと入れた。ここから先は物音しか聞こえず、我に分かるのは音のみ。柳也が使う時まで、我らは待つのみである。

　申し遅れた、我は「懺魔(ざんま)」。対の者は「崩怨(ほうえん)」。我らが主、草薙　柳也が帯刀す二刀の『鬼』である。柳也が怪奇を討つには我らが必要不可欠である。

　柳也は我らを専用の箱に入れると部屋を後にした。

弐　彼女ノ見解

　兄が私と口を聞かなくなったのは、私が同じ中学に入った時からだった。兄妹揃って名門進学校に入ったとお父さんお母さんは喜んだけれど、兄は何も言わずむしろ苦虫を噛み潰したような顔をした。

何故兄がそんな顔をしたのか、私には全く分からなかった。一つ言えたことは、兄が私や両親に対して、何か隠し事をしているようであったということ。私が学校に入る前から、兄は家に帰るなり自室に篭り、ろくに話をしようとはしなかった。

成績しか見ない両親はそんな兄を心配することは無く、私も気になってはいたけれど、結局さしあたることは話さなかった。

　兄が死んだ理由も、受験ノイローゼというのは学校が勝手につけた偽の理由だ。前からノイローゼで不登校や自殺することが多かったのは事実だが、体裁をとる為に身勝手な事実をつけるなんて、本当に腹立たしい。だいたい、この学校はおかしすぎる。

兄の死体が見つかったその日、何事も無かったかのように普通に授業が行われ、クラスメートも一言も話に触れず授業を受けるだけだったという。いくら慣れているからといってそれはないのではないか。兄の友達だったという杉山さんや、心配してくれた後輩の未垢の二人以外、教師すらも何も無かったかのようにしている。

まるで人形のように動く彼らを、私は疎ましく憎く思った。そしてその心は、兄の死因を調べる原動力になったのだ。けれど子どもである私達にそんな警察紛いなことができる筈もなく、右往左往している時に風の噂で聞いた話が「草薙怪異調査事務所」だった。

近年から不可解な事件が多発するようになり、中には魑魅魍魎の話が出てくるものまであるという。そういった事件を調査・解決するという人がいるらしく、噂を辿ればなんと地元にいる人だったという。まったくもって奇妙な巡り合わせだった。

これで解決できるとは思わない。けれど、何かが分かるのなら、私が知らない兄の何かが分かるのなら、私は藁でも縋りつこう。

　

　学校に着いたのは、完全に日が落ちた午後７時だった。杉山さんと未垢、そして草薙さんとここまで来る途中に会話は無く、終始重い空気のままだった。

というより、草薙さんの纏う空気がずっしりとした重圧を持っていたからだったかもしれない。

　秋といえど、まだそんなに寒くないのに厚手のトレンチコート。調査の為の道具か分からないが、歴史を感じさせる古ぼけた革ケース。そして初めて見た時から気になっていた、右目の眼帯。

梵字というのだろうか、おどろおどろしい模様のような字が書かれたその眼帯を、私はどうも気になってしょうがなかった。正確には眼帯の向こうにあるだろう『目』が気になっているのかもしれない。

見たこともないものが気になるというのも変な話だけど、この人には引きつけられる「何か」が感じ取れた。

「あの、それで、どう調査なさるのですか？」

　未垢がおずおずと草薙さんに訊ねた。未垢は私が所属する吹奏楽部の後輩なのだが、どういう繋がりなのか兄とも面識があった。兄の死に疑問を持っていた私に声をかけてくれ、ここまで付き合ってくれた彼女には本当に感謝している。

いつもはおとなしく、誰かの後ろに隠れていることが大半だが、私と話す時は笑顔を絶やさない。そういった観点から、彼女は私にとって「妹」のような存在でもあった。

「まず、その幽霊が出るという場所を順に巡ります。その後、少し霊に干渉を行ってみましょう」

　突然の「霊と干渉する」という発言に疑問を覚えた。テレビでやるような霊能番組と同じことをする、それが俗っぽく思えたのだ。しかし、実際に出るのだから仕方がないし、それに疑いを持ったからといって今さらとり止めるのも馬鹿である。

それにこういったことだからこそ、草薙さんにお願いしたのだ。ここはこの人を信じるしかない訳である。

　草薙さんは杉山さんに幽霊が出るという場所を教えてもらいながら校内の廊下を歩いてゆく。私と未垢もそれについて行く形で歩いていく。すると、未垢が私の腕を掴み身を寄せてきた。夜の学校には部活で遅くまで残ることがあるので慣れてはいるが、一年生の未垢はまだ慣れていないのだろう。

私は未垢の手を握りそっと笑顔を返すと、未垢は安心したように私の手を握り返す。やっぱり彼女の笑顔は最上級に可愛い。同性の私も心臓が高鳴ってしまうのは彼女のせいか私のせいなのか、多分後者だろうけど。

　それに比べ、杉山さんはどこか影のある人だった。兄の友人と言っているが、兄とまともに話をしなかった私には兄の交友関係など知る筈がなく、彼と会ったのもここ最近である。どこかオドオドした所がありいつも顔を伏せているし、男子にしては男らしくないと思う。

別にそれが悪いとは思わないが、私が好む人間のタイプではなかったが、草薙さんの情報を教えてくれたのは杉山さんだったので感謝はしている。けれど、彼は何か私に隠し事をしているような気がする。時折挙動不審な行動をとったり、何かを言いかけて止めたりと、どこか怪しい。

　そうこう考えているうちに、私達は幽霊が出る場所を回り終え、最後に兄のクラスの教室に着いた。ここまで草薙さんは特に何もしてこなかったがここに着いた途端、表情が険しくなった。まるで汚物を見るかのような、とても冷たく怨みのこもった顔である。

「では、ここでしばらく霊に干渉してみます。三人は教室の外へ出て、決してこの教室の中に立ち入らぬようお願いします」

　草薙さんはそう言って私達を外に出した。中でどのようなことをするのか、気にはなったが邪魔をしてはいけないので大人しく待つことにした。すると、未垢が私の袖を引っ張った。

「どうかしたの？」

　と、聞くと未垢はもじもじしながら小声で「トイレ」と言った。きっと付いてきて欲しいのだろう。私は杉山さんにトイレに行くと伝えると、杉山さんは何か言いたそうな顔をしながらも頷いた。ホント、はっきりしない人だ。

　三年生の教室から近いトイレは廊下を右に曲がった奥の所で、二年生である私は普段はあまり使わないトイレであった。ドアを開けて入るとトイレ独特の芳香剤の匂いが漂ってきた。電気をつけるのはさすがにまずいので、未垢が入ったトイレのドアの前で待つことにした。

待っている間、何気なく窓の外を見てみた。雲の切れ間から覗く月は青白く光り、今にも壊れそうなくらい儚く感じられた。

「センパイ、いますか？」

　未垢が心配そうな声でドアの向こうから訊ねる。私がノックして答えると、彼女は小さく嘆息した。それを愛らしいと思いつつ、私はまた窓の外に目を向けた。が、

　そこに月はなく―――

　見えたのは五つのアカイ眼―――

　そして開いた口から覗くのは、歯車のように詰められた無数の牙。

　遠くで叫び声がする。それが私の声だと気づいたのは、幾重にも放たれた糸に絡め捕られた時だった。

参　叫ビ

　

　ここまで霊が出るというポイントを巡り、この教室に辿り着いた柳也は一人中心で佇んでいた。周囲に神経を張り巡らせ、まるで何かを待っているかのようなそれは不動の明王が如きであった。

すると、彼を取り囲むように光の粒子が現れ始めた。粒子はゆっくりゆっくりと柳也を軸に回り始め、次第に速さを増してゆく。遂にはリング状になった粒子は柳也の目の前に集まると、粘土のように人の形を作りはじめた。

そして現れたのは利発そうな顔の少年だった。しかし頭からは赤い血を流し、顔は今宵の月の如く青白い。まさに死人であった。

「お前が里中　直美の兄か」

　柳也がそう訊ねると、霊はコクリと頷いた。

「では聞く、お前は何故死んだ」

　その言葉に霊は歪な顔をした。とても言うのを憚られるような、言っては何か明るみに出てしまう、そんな顔を。柳也の問いに、霊はただ黙っているのみだった。

「言うのが嫌か、では教えてやる。お前は女達を姦通し、恨まれ捕り殺された」

　途端、空気がずっしりと重くなった。霊は驚きの顔をし、ガタガタと体を震わせた。それに呼応するかのように教室の窓が一人で揺れ始める。

「事実を認めない気か、お前のしたことなど分かっているのにな。ならば「視」せてやる」

　するすると自身の右目を覆っていた眼帯を外すと、そこに現れたのは凶々しいまでの赤色の瞳と海底の深淵のようなドス黒い眼だった。そこから這い出るように、黒い根がビキビキと音を立て教室を侵食してゆく。

そしてそこに現れたのは在りし日の風景、霊が記憶する惨い「事実」であった。

　男子が女子の衣服を引き裂いてゆく。叫ぶ声は塞がれ、暴れるものなら幾度も腹を殴り、屈服させてゆく。悪辣に歪む顔は狂喜を刻み、女子の体に幾度も快楽という刃を突き刺す。そしてこの行いを記録する為か、彼はこの痴態を写真に収めてゆく。

これだけではない、何度も、何度も同じことが再現されてゆく。時には数人で、時には金を払わせ、狂宴は続く。いつしか教室は記憶の中の女子達が流した血涙で沈んでいた。

「そしてその中の一人が、ある日お前を呼び出した」

　記憶の中の狂宴は泥のように溶け、別の記憶を呼び覚ます。夜の教室、今の柳也と霊のように佇む二つの影。小柄な影に近づき、組み伏せるように腕を掴む霊の影。しかし、小柄な方の背後から伸び出た影に、霊は絡めとられ窓の外へ放り出される。

下の中庭に打ちつけられ、脳漿が飛び出るその様は悪行を為した者の最後には呆気ないものだった。ゆっくりと、小柄な影が窓から霊を見る。月明かりに曝されたその顔は。

　その時、突然叫び声がした。ビデオの巻き戻しのように眼に黒い根が戻ってゆき、柳也は眼帯を締めると即座に教室から出た。外に待たしていた筈の三人のうち、二人はおらず、一人はガタガタと震えている。

「他の二人は」

　柳也が訊ねると杉山は震える指で廊下の方を指した。その奥から途轍もなく恐ろしい気配が感じられ、柳也は持ってきたケースを握りなおしその場へと赴いた。

　気配は女子トイレ、ぽっかり開いたドアの奥の暗闇から滲み出ている。しかし臆することなく柳也は進んでゆく。瞬間、風切音と共に何かが柳也を薙ごうと振るわれた。身を屈め一撃をかわすと、暗闇からギチギチと耳障りな音を立て何かが這い出してきた。

それは一匹の蜘蛛。しかし人より大きい異形の蜘蛛であった。蜘蛛の頭に相当する部分からは女の上半身が生え、上半身の背面からは虫の足が飛び出ている。長い髪の向こうから覗く冷たく光る金の双眸が柳也を見ている。

「女郎蜘蛛、それも怨念を吸収しきった奴か」

　怯んだ風もなく、柳也は淡々とした様子で蜘蛛と対峙する。女郎蜘蛛と言われたそれは柳也に見せつけるかのように糸巻きにした何かを見せつける。それは里中　直美に他ならなかった。

　まるで人質として誇示するかのように高々と上げる女郎蜘蛛に、柳也はつまらなそうな顔をしながらため息を吐いた。

「怨みを抱いて蜘蛛に捕り憑かれたか……」

　言葉を言い終わらないうちに女郎蜘蛛は柳也に襲いかかる。コンクリートの床を蜘蛛の足が針のように突き刺し、突風のように空間を薙いでゆく。柳也はさながらスタントマンのような身のこなしで一撃を避ける。

まるでバターのように壁やドアをけたたましい音と共に破壊してゆく。凄まじいまでの動きはミキサーのようである。

　避けながら距離を取りつつ、柳也は上へ上へと女郎蜘蛛を誘導してゆく。屋上の踊り場へと辿り着いた柳也は追ってきた女郎蜘蛛にドアごと吹き飛ばされた。おおよそ５メートルは吹き飛ばされたか、なんとか受身をとり改めて女郎蜘蛛と対峙する。

月光に曝されたその顔は、紛れもなく直美の後輩、池野　未垢のものであった。しかし可愛らしかった面影はなく、憎悪に歪む顔には憤怒の念しか感じられない。

「さて、理由を聞こうか」

　胸ポケットから潰れた箱の煙草を取り出し、火をつけながら柳也は言った。さっきまで殺されそうになっていた人間の言う言葉ではないが、女郎蜘蛛、未垢は怨みのこもった声を発しながら喋った。

「私があの男に乱暴された日、蜘蛛が私に話しかけてくれた。あいつを殺す為の力を、蜘蛛はくれると言った。そして殺した。呼び出してまた乱暴をしようとしたあの男を。

けれど満たされない、あいつはいないのに、だからあいつの仲間、仲間も殺してやろうと思った。けど人思いには殺さない。私達が受けた苦しみを何百倍も味あわせてゆっくりと。

そんな時にあの男の妹が何かを調べているようだった。それでは私達の存在を知られてしまう、だから殺す。あの男の妹を、あの男の全てを！！！」

　怨念の塊を吐き出すかのように紡がれる言葉を、柳也は変わることなく平然とした様子で聞いていた。話の筋はこうだった。

　直美の兄は勉強のストレスから、女生徒を襲うという凶行を繰り返していた。脅迫のネタは撮った写真。それを使い時には売春行為をさせていたりとしていた。

ノイローゼで不登校となったり、自殺したのもそれが原因だろう。そして未垢が会話したという蜘蛛、おそらくこの学校に残った自殺者達の想念が結集したものだったのだろう。

それを未垢という媒介を通して強大な力を手に入れ、恨みの元であった直美の兄を殺したというわけであった。

　しかし、肥大化した力はさらに力を求め、直美の兄の仲間であった者達をも食い物としようとした。しかし、そこに兄の死因を調べる直美が現れ、兄の仲間だった杉山も直美に近づいてきた。

直美の傍にいることによって杉山には釘を刺し、いずれはこの二人も捕り殺そうと思っていたが、今度は柳也というイレギュラーが出てきたというわけである。

　なんとも救いようのない話、と柳也は吸い終えた煙草を地面に投げ捨て踏み消した。

「だから、私は……」

「もういい」

　突然、場の空気が変わった。先ほど対峙した時とは違った空気がそこに流れ始めている。ピンと張ったワイヤーが幾重にも張り巡らされ、少し動けば身を切られてしまいそうなほどの緊張感。

柳也は手に持ったケースを開けると中から大小二対の刀を取り出した。ガチリと金属特有の重々しい音と透き通った抜刀の音が響く。

右手に持った朱い刀身の大刀からは青白い炎があがり、左手の蒼い刀身の小刀からは絶え間なく冷気が発せられている。

「恨み言は聞いた。だからもういい、お前はここで朽ちろ」

　その言葉を合図に、異形と異質の闘いが始まった。

巴　風ニ乗ッテ

　襲いくる足の連撃を掻い潜り、炎と氷の双刃を疾らせる。なんの法則性もない攻撃は、時として最悪の防御となりうる。がむしゃらな動きはそれこそ容易に止められる筈も無く、無理に止めようとすれば返り討ちにあう。

ならばまずは邪魔な足を崩すのが道理。朱の刃が女郎蜘蛛の右足の付け根めがけて振り下ろされる。しかしそれを阻むかのように左足が柳也を薙ぐように振るわれる。それを見計らったかのように柳也は跳躍すると、着地した左足を駆け上り今度は小刀で左足の付け根を突き刺す。

苦悶の声を上げながら女郎蜘蛛は体を震わせ、柳也を振り落とそうとする。しかし柳也はさらに大刀も突き刺し、左足を切り落とした。

　絶叫をあげながらよろめくその隙を柳也は逃さなかった。まるでサーカスのナイフ使いの如くしなやかに刀を振るう。負けじと女郎蜘蛛も応戦するが、次第に間に合わなくなってゆく。

何度目かの打撃を弾き返し、体勢を崩したところをまた右足の付け根めがけ二刀で斬りかかった。瞬間、蜘蛛の口や足の先、尻尾の先から無数の糸が吐かれ柳也の体を瞬く間に拘束してゆく。

「ぐっ……」

　糸は鳥もちのように纏わり付き、セメントのようにガチガチに硬くなってゆく。両腕と胴、右足と糸は柳也の自由を奪ってゆく。

「手こずらせて、人間が！」

　バランスを崩し、地面に転がる柳也を女郎蜘蛛は見下すように攻撃を加える。足で乱暴に突き刺し、糸で吊り上げて左、右と地面に叩きつける。

　散々に痛ぶり動かなくなった柳也を、女郎蜘蛛は最後の一撃と足を振り上げる。と、糸の隙間から何か声が聞こえた。

「天津神に屠られし荒ぶる龍王、幾多の凶眼を以って万物を破壊せん。王の尾より生でし者、凶眼を継ぎ万物を支配する」

　呪文のように囁かれるその言葉と共に、ビリビリと空気が振動してゆく。状況的に有利である筈の女郎蜘蛛でさえ一ミリも動けないでいる。そこから動くと間違いなく殺される、そんな感情が女郎蜘蛛を支配してゆく。現に彼女は震えていた。何人もの女の怨念を取り込んできた化物が、たった一人の男に震えが止まらない、そんなことがあっていいのか。化物としてのプライドか、恨みある男達への復讐心からか、女郎蜘蛛は雄叫びをあげ振り上げた足を振り下ろす。

「虚ろう魂に、優しき静寂を」

　巻いていた眼帯がひとりでに取れ、糸の隙間から覗く凶眼が女郎蜘蛛を捉える。ビキリ、と、何かがひび割れる音がした。

「あああアアア阿嗚呼A唖―――！？」

　音を立てて女郎蜘蛛の体が割れてゆく。決壊するダムのように次々とヒビが入り、そこからドス黒い煙が漏れ始めている。柳也を縛っていた糸も飴細工のように脆くも崩れ去り、柳也は静かに女郎蜘蛛へと歩み寄る。支える足も粉々に砕け、地面に着いた振動で本体の崩壊も始まってゆく。地に這い蹲る様をさっきとは正反対に柳也は冷たく見下す。凶々しい眼は女郎蜘蛛の体に留まらず臓物や精神までをも破壊してゆく。

「っ―――ぁ！？！？！？」

　外からも内からも壊される感覚に、女郎蜘蛛の思考は既に混乱の極みに達していた。無い筈の足が痛み、ある筈の腕が斬られたかのように痛みだす。眼球が裏返るような痛みと臓物を生きたまま引きずり出される感覚は、中学生の女子には想像を絶する痛みだろう。

　柳也が止めの一刀を振り上げると女郎蜘蛛、未垢は顔を上げた。そこにはさきほどの醜悪な表情はなく、直美の傍にいるいつもの彼女と変わりは無かった。

「センパ、イ、には、言わな、い、で」

　消え入りそうな声は柳也に届いたのか、最後に彼女の目に映ったのは刃を振り下ろす柳也の姿だった。一刀が彼女の頭を裂いた時、後には塵となった化物であったものが残り、それも吹いた風に流され遠くへと舞って逝った。

幕　微睡ノ夢

　朝、目が覚めると私はいつもどおりに顔を洗う。兄が亡くなってから数週間が経った。受験ノイローゼで自殺だなんて、わが兄ながら情けないと思う。けれど死んだ人を悪くいうのは良くないし、兄にも思い詰めての結果なのだろう。いつもどおりに学校の用意をして用意された朝食を摂り、お気に入りの靴を履いて学校へと向かう。

　この学校は何かと競争競争でうるさいけれど、部の活動は楽しくて私には大変居心地が良かった。退屈な授業も放課後の部活動を考えればラクになるものである。充実した毎日を私は送っている。

　けれど、何か抜けているような気がする。よく分からないが、充実した生活の中で私は何かを見落としているような気がする。それはきっと何か大切なことだったと思うが、私はどうしても思い出せない。まぁ、多分思い過ごしだろう。私は部活の教室へと急いだ。

「センパイ」

　誰かに呼び止められ私は振り返った。が、そこには誰もおらず、あるのは誰かが忘れていったノートだけ。風に吹かれてパラパラと捲れるそれに、少しだけ

切なさを感じた。さっきの声にも、どこか懐かしさがあった。けれど思い出せない、私にはどうすることもできなかった。吹く風に冷たさが混じる。冬が近いのだろう。けれどその風を、私はいつまでも感じていたいと思った。

　いつものように、俺は染みったれた天井を見ていた。あの一件の後、事後処理として里中　直美と杉山　攻児に暗示を施しておいた。凶眼の暗示力は強く、これからの人生で彼女らの暗示が切れることはない。無論、池野　未垢という存在がいたということすら忘れている。調べてみたところ、池野　未垢に家族はおらず、施設で育ったという経歴であった。なので彼女の存在を追及する者は現われはしないだろう。一応、学校に入った者達に同じ暗示がかるよう仕掛けもしたが。

「センパイには言わないで、か。なら最初からするなという話だ」

　どんな仕事でも、慣れないことはある。突然の出来事に絶望の淵に落ちたあの子を、誰が救えただろうか。支えであった先輩が恨む対象の身内であり、己の肉体に宿った衝動に抗えなかったあの子の為に、誰が犠牲となれただろうか。誰も救えなどしない。だから彼女は魔に堕ちた。俺に出来たのはここから早く逝かせてやることだけだった。そんな彼女が最後に願ったのは化物となった自分を、大好きな先輩に知られたくないということだった。なんとも悲しい悲しいお話だ。

　そっと二本目の煙草を銜え火をつけると、デスクの上に置いた小瓶を見た。報酬としてもらった、というか、勝手にとったのは女郎蜘蛛の肉片。風化せずに残ったものを採取した。ちなみにこの姿だけになっても怨念は残っている。これをどうするかだが……用途はある。しばらく放置していたから石化の暗示は解け、おぞましい蜘蛛の形をとっている。蓋を開けるともぞもぞと這い出すと、五つの眼が俺を捉え飛び掛ってきた。それとほぼ同時に俺は眼帯をずらす。奴が牙を剥くより早く、眼から飛び出た蛇の口に蜘蛛は「喰」われた。さぞ異質な光景だろう、人間の眼から蛇が飛び出すなど俺の眼は異常の極みである。

　まぁ、俺の眼の話などどうでもいいことである。食事を終えた眼を眼帯にしまうと、事務所のドアを誰かがノックした。出るのは鬼か蛇か、玄関のドアを開く。そして決まって出るのはこの言葉。

「ようこそ、草薙怪異調査事務所へ」







